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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    9/09     　　　Ｋ
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   Ｃ０８Ｌ   75/04     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   21/12     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リン酸エステル調製物において、
　ｉ）式（Ｉ）
【化１】

｛式中、
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　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４はそれぞれ互いに独立して、直鎖もしくは分岐Ｃ１～Ｃ８

アルキル部分または直鎖もしくは分岐Ｃ１～Ｃ４アルコキシエチル部分であり、
　Ａは、直鎖、分岐および／または環状アルキレン部分であるか、または
　Ａは、式－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－の部分、式－ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－ＣＨ２－の部
分、式－ＣＨＲ５－ＣＨＲ６－（Ｏ－ＣＨＲ７－ＣＨＲ８）ａ－の部分、式－ＣＨＲ５－
ＣＨＲ６－Ｓ（Ｏ）ｂ－ＣＨＲ７－ＣＨＲ８－の部分もしくは式－（ＣＨＲ５－ＣＨＲ６

－Ｏ）ｃ－Ｒ９－（Ｏ－ＣＨＲ７－ＣＨＲ８）ｄ－の部分
　［式中、
　　ａは、１～５の整数であり、
　　ｂは、０～２の整数であり、
　　ｃおよびｄは互いに独立して、１～５の整数であり、
　　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は互いに独立して、Ｈまたはメチルであり、
　　Ｒ９は、式－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－の部分、式－ＣＨ２－Ｃ≡Ｃ－ＣＨ２－
の部分、１，２－フェニレン部分、１，３－フェニレン部分、１，４－フェニレン部分、
または式（ＩＩ）
【化２】

の部分、
　式（ＩＩＩ）
【化３】

の部分、
　式（ＩＶ）
【化４】

の部分
　もしくは式－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１２－Ｃ（＝Ｏ）－の部分
　（ここで、
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　Ｒ１０およびＲ１１はそれぞれ互いに独立して、ＨまたはＣ１～Ｃ４アルキルであるか
、またはＲ１０およびＲ１１は一緒に、４～８個のＣ原子を有する任意選択的にアルキル
置換された環であり、
　Ｒ１２は、直鎖、分岐および／または環状Ｃ２～Ｃ８アルキレン部分、１，２－フェニ
レン部分、１，３－フェニレン部分、もしくは１，４－フェニレン部分である）
である］
であり、そして
　ｎは、０～１００の整数である｝
に相当する少なくとも３つのポリ（アルキレンホスフェート）を含むオリゴマー混合物ａ
）
　ただし、前記式（Ｉ）の前記少なくとも３つのポリ（アルキレンホスフェート）が少な
くとも繰り返し単位の数ｎの点で互いに異なり、
　前記式（Ｉ）の前記少なくとも３つのポリ（アルキレンホスフェート）の前記繰り返し
単位の数の平均値

【数１】

は、１．１０よりも大きく、２．００よりも小さい
オリゴマー混合物ａ）と、
　ｉｉ）２５℃で水への３．０ｇ／ｌ未満の溶解度の少なくとも１つのリン酸エステルｂ
）と
を含むことを特徴とするリン酸エステル調製物。
【請求項２】
　請求項１に記載のオリゴマー混合物ａ）と請求項１に記載の少なくとも１つのリン酸エ
ステルｂ）とが、任意選択的に１つ以上の助剤の存在下で互いに混合されることを特徴と
する、請求項１に記載のリン酸エステル調製物の製造方法。
【請求項３】
　難燃剤としての請求項１に記載のリン酸エステル調製物の使用。
【請求項４】
　請求項１に記載の少なくとも１つのリン酸エステル調製物と、前記リン酸エステル調製
物とは異なる１つ以上の難燃剤と任意選択的に１つ以上の助剤とを含む難燃性調製物。
【請求項５】
　請求項１に記載のリン酸エステル調製物を含むポリウレタン。
【請求項６】
　請求項１に記載のリン酸エステル調製物を含むポリエーテルポリオールをまたはポリエ
ステルポリオールをベースとするポリウレタンフォーム、好ましくは軟質ポリウレタンフ
ォーム。
【請求項７】
　有機ポリイソシアネートが、イソシアネートに対して反応性の高い少なくとも２個の水
素原子を有する化合物と、２０～８０℃で、請求項１に記載のリン酸エステル組成物の存
在下でならびに従来の発泡剤、安定剤、活性化剤および／または他の従来の助剤および添
加剤の存在下で反応させられることを特徴とする、請求項５に記載のポリウレタンの製造
方法。
【請求項８】
　家具クッション材、織物インレー、マットレス、車両シート、肘掛け、構成部品、シー
トクラッディングおよび計器盤クラッディング、ケーブル外装、ガスケット、コーティン
グ、ラッカー、接着剤、接着促進剤ならびに繊維での請求項５に記載のポリウレタンの使
用。
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【請求項９】
　油圧油としての請求項１に記載されるリン酸エステル調製物の使用。
【請求項１０】
　前記ポリ（アルキレンホスフェート）が、ポリ（アルキレンホスフェート）の質量を基
準として、４０～２３０重量％の、２５℃で水への３．０ｇ／ｌ未満の溶解度の少なくと
も１つのリン酸エステルと組み合わせられ、そしてこの混合物が均質化されることを特徴
とする、ポリ（アルキレンホスフェート）の吸湿性の低減方法。
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